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回答をピンポイ
ントに抽出。
回答を地図上に
表示し、被災状
況を俯瞰可能

熊本市(3876)

益城町
(409)

負傷をする(65)

救助・救出を求める(28)

情報通信機器が
つながらない(42)

建造物が崩れる(198)

ニーズの変化も迅速に把握
カテゴリー「道具」の例

質問「熊本県で何が不足していますか」の
結果を地図表示

【今後の予定】 深層学習等最新のAI技術を取り込みつつ、気象データ等センサー由来の
観測情報とともにより高精度な分析が可能なシステムへと発展させます

7月の九州豪雨では大分県庁で
有効活用。大分県庁は鉄橋流失
を鉄道会社よりも早くD-SUMM
で発見し、鉄道会社に通知

H28熊本地震では首相官邸
で有効活用

対災害SNS情報分析システムDISAANA
（ディサーナ） https://disaana.jp
テキストを意味的に深く分析し、「熊本県
で何が不足していますか？」といった質問
にリアルタイムに回答

回答は幅広に提示され、被災状況の全体
像が把握可能

災害状況要約システムD-SUMM
（ディーサム）https://disaana.jp/d-summ
指定エリアに対し、膨大なツイートから
被災報告を人工知能が自動抽出、分かり
やすく整理・要約

エリア毎あるいは意味的なカテゴリー毎
に要約し、被災状況の全体像を把握可能

DISAANA・D-SUMM共通事項
今まさに流れているツイートをリアルタイムに分析、リアルタイムに回答（ツイートの投稿から

5秒でシステムの回答に反映）
ツイート中の地名を解析することでGPS情報なしに回答を地図表示でき、全体像把握が可能
回答とそれに対して矛盾する情報を両論併記することで、デマの可能性も検出

DISAANA動作例（H28熊本地震） D-SUMM動作例（熊本地震前震直後）
「熊本県」でエリア毎に要約

D-SUMM動作例（九州北部豪雨）
「大分県」でカテゴリー毎に要約

「浸水・冠水」カテゴリーの回答

D-SUMMの研究開発の一部は、総合科学技術・イノベーション会議のSIP
（戦略的イノベーション創造プログラム）「レジリエントな防災・減災機能
の強化」（管理法人：JST）によって実施されました。

熊本県下の市町村を
被災報告数順にリス
トアップ。それぞれ
の市町村で何の被害
がでているかを容易
に把握可能
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